
ゆく年くる年 

教室からはジングルベルの歌声が聞こえてき

ます。早いもので 2023 年も残すところ 9 日、

明日からはいよいよ冬休みです。 

通学路や学校内で出会ったときに、自分から

挨拶や会釈のできる「開成小のすてきさん」が

増えてきました。今年は、皆さんにとってどん

な１年間でしたか。 

 

◆人権朝会◆ 
 「人権とは、みんながもっている幸せになる

権利です」 

12月 4日（月）～10日（日）は人権週間で

した。校内でも、11月 28日（火）に「人権朝

会」を行い、真保教諭が『ちくちくとふわふわ』

という絵本の読み聞かせを行いました。 

その後、学級ごとに「ちくちく言葉」と「ふわ

ふわ言葉」について話し合い、自分たちが普段

使っている言葉を振り返るきっかけとなりまし

た。 

今、ふわふわ言葉を廊下に掲示しています。 

一人がたった一つのふわふわ言葉を使うこと

によって、学校中に 

500個以上のふわふわ 

言葉が増えることに 

なります。 

みんなが幸せな気持 

ちになりますように。 

 

◆すこやか会議◆ 
11月から 12月にかけて、すこやか会議（学

校保健委員会）が開かれました。今年度のテー

マは「自分の気持ちを伝えてみよう」です。 

「自分の気持ちを相手に伝えられない」と悩ん

でいる子どもたちの姿を多く見かけます。 

そこで今年度は、岡崎スクールカウンセラー

をゲストティーチャーに迎え、６年生が、自分

も相手も尊重する伝え方＝アサーティブな自己

表現を学びました。 

 

「事実・気持ち・要求（どうしたいか）を分けて

表現するとよい」 

と、スクールカウン 

セラーさんから具体 

的なポイントを教わり、 

ロールプレイを通して 

伝え方を体験しました。 

 

 

 

 

 

 

ふわふわ言葉を使うことも、アサーティブな

話し方をすることも、自分の命、人の命を守る

ことにつながります。冬休み期間中も、ぜひ言

葉や命を大切にしてください。１月９日にまた

笑顔で再会しましょう。 

 

◆ 第 ２ 回 学 校 運 営 協 議 会 ◆ 
11月30日（木）に第2回学校運営協議会が開

かれました。５時間目の授業を参観後、協議会

を行いました。その中でいただいた主なご意見

を紹介します。 

また、保護者の皆様には、ご多用の中、学校評

価アンケートにご協力いただきましてありがと

うございました。学校運営協議会でいただいた

ご意見や学校評価アンケートの結果を踏まえ、

今後の教育活動に生かしていきたいと考えます。 
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自分や友達を大切にする言い方は、とても
大事なことを知った。これからは言葉遣いに
気を付けながら友達との絆をもっと深めた
い。～児童の振り返りより～ 

○どの学級も落ち着いて、のびのびと授業を

受けている。コロナが落ち着き、グループ

活動が再開され、活気が見られる。 

○授業の中でタブレットが有効的に活用され

ている。今後も教材開発を進めたい。 

△ハンカチを持っていない子が多く見受けら

れる。衛生面の配慮も継続的に行っていき

たい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

12月 20日（水）、WAIWAIスティールバンドさんをお招きし、150周年記念イベントしいのみコ

ンサートが開かれました。当日は、60名以上の保護者や地域の方々にも 

ご参加いただきました。スティールパンといういろいろな形の鉄製の 

楽器から、こんなに素敵な音色が奏でられることに驚き、心が豊かに 

なる感動の時間を共有することができました。 

この日は「ド・レ・ミ」が隠れている給食のメニューも提供され、 

栄養教諭さんの粋な計らいとスティールバンドさんのすてきな演奏の 

おかげで、学校中に笑顔が溢れました。 

 

12月 13日（水）、東海大学の学生 10人が開成

小学校に来校しました。韓国、フィンランド、スペ

インなどいろいろな国籍の留学生たちです。５年生

の子どもたちに向け、ご自身の出身国のプレゼンテ

ーションをしていただきました。食べ物、小学校生

活など身近な内容だったため、自分たちの生活と比

べながら興味深く聴くことができました。 

「小学校や中学校は何年生まであるのですか？」 

「日本に来たとき、どんなことを感じましたか？」 

など、子どもたちからの質問が尽きず、帰るころ

にはすっかり仲良くなっていました。 

他国の文化を知ることは、互いの違いや多様性を

受け入れる素地づくり 

につながります。子ど 

もたちにとっても、 

学生たちにとっても、 

互いに深い学びと 

なったことでしょう。 

 

柳川栄養教諭が１年生の生活科の授業に、ゲス

トティーチャーとして登場しました。 

「給食室で使っているざるは、どちらでしょ

う？」 

１年生２人の頭がすっぽり入るくらいの大き

さに、子どもたちは驚いていました。さらには、

このざるに20キロ近くもある食材が入るという

のですから、驚きは倍増です。 

調理道具やその大きさ、 

調理員さんの仕事の内容 

などがとてもよくわかり 

ました。嬉しいことに、 

その日の１年生の給食 

の残量はとても少なく、 

お皿には食べかすもなく 

きれいに片付いていたそうです。作ってくださっ

た方への感謝の気持ちが伝わってきました。 
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。
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０
２
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年
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ど
ん
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年
に
し
た
い
で
す
か
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先
日
、６
年
生
全
員
の
卒
業
文
集
を
読
み
終
わ
り
ま
し
た
。そ

の
中
に
は
、
将
来
へ
の
夢
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
あ
り
、読
ん
で
い

る
こ
ち
ら
も
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

知
り
合
い
の
精
神
科
医
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

「
子
ど
も
は
、自
分
の
１
０
年
後
に
、明
る
い
希
望
の
あ
る
夢
を
も

っ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。」 

と
。
こ
の
先
、
誰
に
も
、
多
少
の
挫
折
や
困
難
が
待
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
明
る
い
未
来
を
描
く
こ
と
の
で
き
る
子
ど

も
は
、
そ
の
壁
を
自
分
の
力
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で

す
。
大
谷
選
手
は
、
卒
業
文
集
に
「
野
球
で
全
国
大
会
に
行
く
」

と
い
う
夢
を
記
し
ま
し
た
。
今
、
そ
れ
以
上
の
目
標
に
向
か
っ
て

邁
進
し
て
い
ま
す
。
予
期
し
な
か
っ
た
２
度
の
大
手
術
な
ど
険
し

い
道
の
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
も
含
め
て
人
生
を
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。 

子
ど
も
が
明
る
い
未
来
を
描
け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
大
人
の

果
た
す
べ
き
役
割
は
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

「
わ
た
し
も
、あ
あ
い
う
人
に
な
り
た
い
」 

「
わ
た
し
は
、〇
〇
の
役
に
立
っ
て
い
る
」 

と
い
う
よ
う
に
、
あ
こ
が
れ
る
大
人
が
身
近
に
い
た
り
、
自
分
は

必
要
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
感
じ
ら
れ
た
り
…
き
っ
と
そ
ん
な

環
境
が
、子
ど
も
の
夢
を
大
き
く
育
て
る
の
で
し
ょ
う
。 

日
本
の
昔
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
に
「
言
霊
（
こ
と
だ
ま
）
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
言
っ
た
と
お
り
に
、願
っ
た
と
お
り
に
、物
事

は
実
現
す
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
プ
ラ
ス
の
言
葉
が
け
で
、
未
来

は
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

２
０
２
４
年
、
新
し
い
年
に
向
け
て
、
明
る
く
希
望
の
あ
る
言

葉
を
意
識
し
て
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
の
中
に
、明
る
い
未
来
を 

思
い
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
…
。 

今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。良
い
お
年
を 

お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

わたしのひとりごと

… 


